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市
職
員
の
退
職
・
採
用

◉
退
職
者
（
22
人
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

３
月
31
日
付

【
一
般
行
政
職
】

◆
部
長
級　

▽
遠
渡
勝
彦
（
市
民
部
次
長
兼
税
務
課
長
）
▽
早
兼

高
美
（
福
祉
部
長
）
▽
西
脇
重
元
（
金
山
振
興
事
務
所
長
）

◆
課
長
級　

▽
熊
倉
辰
夫
（
林
務
課
長
）
▽
田
中
敬
（
通
信
指
令

課
長
）▽
佐
古
正
昭（
消
防
総
務
課
長
）▽
池
戸
盛
雄（
監
査
課
長
）

▽
後
藤
美
代
子
（
白
草
保
育
園
長
）
▽
細
江
恵
美
子
（
健
康
課
長
）

▽
中
島
美
弘
（
上
原
保
育
園
長
）
▽
佐
古
裕
子
（
高
齢
福
祉
課
長
）

◆
一
般
職
員　

▽
古
田
節
子
（
会
計
課
）
▽
今
井
理
方
（
健
康
課
）

▽
庄
司
知
憲
（
畜
産
課
）

〈
任
期
付
職
員
〉　

▽
黒
木
彩
美
（
健
康
課
）
▽
和
田
岬
（
健
康
課
）

▽
高
村
景
（
水
道
料
金
課
）

【
技
能
労
務
職
】　
▽
細
江
陽
子
（
下
呂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽

斎
藤
裕
子
（
金
山
小
学
校
）

【
金
山
病
院
】
▽
杉
山
太
郎
（
医
員
）
▽
山
田
め
ぐ
み
（
技
師
）

▽
中
島
祥
江
（
看
護
師
）

◉
新
規
採
用
職
員(

14
人
）　　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付

【
一
般
行
政
職
】

▽
地
域
振
興
課  

熊
﨑
泰
士
▽
税
務
課 

遠
藤
勝
▽
高
齢
福
祉
課 

田
谷
育
大
▽
わ
か
ば
保
育
園 

小
林
雅
美
▽
観
光
課 

和
田
岬
▽
社

会
教
育
課 

田
口
公
基

〈
任
期
付
職
員
〉
▽
児
童
福
祉
課 

中
嶋
美
穂
▽
観
光
課 

黒
木
彩

美
▽
小
坂
地
域
振
興
課 

高
村
景
▽
金
山
地
域
振
興
課 

德
原 

薫

【
消
防
本
部
】
▽
中
消
防
署 

青
木
隼
斗
▽
北
消
防
署 

大
森
裕
也

【
金
山
病
院
】
▽
医
員 

今
井
健
晴
▽
技
師 

今
井
絢
子

◉
岐
阜
県
関
係

【
県
か
ら
派
遣
】
▽
荻
巣
勝
俊
（
林
務
課
長
）
▽
柏
木
寛
隆
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）　
▽
佐
竹
厚
志
（
小
坂
診
療
所　

医
員
）

【
県
へ
復
帰
】
▽
田
中
敏
隆
（
農
林
部
次
長
）
▽
栃
本
勝
美
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）
▽
市
川
京
子
（
小
坂
診
療
所　

医
員
）

※
平
成
25
年
度
の
下
呂
市
職
員
配
置
は
、
別
添
の
「
下
呂
市
職
員

配
置
・
事
務
分
掌
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
【
総
務
部
・
人
事
課
】

　

４
月
９
日
、
下
呂
市
小
川
に

あ
る
岐
阜
県
立
下
呂
特
別
支
援

学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
支
援
学
校
は
、
平
成

21
年
度
に
高
等
部
の
み
の
飛
騨
特

別
支
援
学
校
下
呂
分
校
と
し
て
開

校
し
、
こ
の
た
び
小
・
中
学
部
も

一
体
と
な
っ
た
学
校
と
し
て
、
新

た
に
開
校
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム

で
は
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
３
春
の
旅
）」
と
い
う

番
組
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
４

月
に
鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、

山
梨
県
へ
向
け
て
旅
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
視
聴
者
の
皆
さ

児童生徒を代表して宣誓する谷向さん

　

式
典
で
は
、
児
童
生
徒
代
表
の

谷
向
杏
理
さ
ん
（
高
等
部
３
年
生
）

が
「
新
し
く
な
っ
た
学
校
で
、
後
輩

の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
行
動
し
た

い
で
す
。
先
生
や
仲
間
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
実
り
あ
る
学
校
生
活

を
送
り
た
い
」
と
、
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。
小
学
部
４
名
、
中
学
部
４

名
、
高
等
部
28
名
が
入
学
進
級
し
ま

し
た
。

ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト

を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
下
呂
市

内
で
の
“
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
”

に
ま
つ
わ
る
お
手
紙
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
手
紙
が
採
用
さ
れ
れ

ば
、
下
呂
市
を
火
野
さ
ん
が
訪
れ

ま
す
。

■
岐
阜
県
の
放
送
予
定

　

６
月
17
日
㈪
～
30
日
㈰

■
応
募
期
限

　

５
月
28
日
㈫　

必
着

■
応
募
内
容

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

お
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場

所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　

郵
送
は

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
は

　

03
・
０
４
６
５
・
１
３
２
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

W
W

W
.nhk.or.jp/kokorotabi/

■
問
合
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

　

ま
た
は
、

　

☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

目
指
せ 

日
本
一
の
特
別
支
援
学
校
！

に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
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飛
騨
萩
原
駅
で
は
、
大
正
時

代
を
思
わ
せ
る
は
か
ま
姿
の
女

性
が
、
ホ
ー
ム
に
出
て
通
過
す

る
列
車
に
手
を
振
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
特
産
品
の
展
示
、
益
田
清
風

高
校
の
学
生
が
良
く
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
お
菓
子
な
ど
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
駅
利
用
者
に

限
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

利
用
し
て
も
ら
い
地
域
全
体
で

駅
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飛
騨
金
山
駅
で
は
観

光
案
内
人
が
、
金
山
の
「
筋
骨

め
ぐ
り
」
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た

駅
が
、
時
代
と
と
も
に
形
を
変

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。　

　

現
在
、
市
内
を
走
る
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
に
は
８
つ
の
駅
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
５
つ
の
駅
は
無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
原
と
金
山
地
域
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
地
元
商
工
会
な

ど
の
熱
意
と
行
動
力
に
よ
り
、
市
の
補
助
事
業
（
地
域
活
性
化

事
業
）
を
活
用
し
た
切
符
発
売
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
経
営
管
理
部 

地
域
振
興
課
】

萩
原
・
金
山

　

地
域
活
性
化
事
業

　国の「電源立地地域対策交付金」は、発電所などがある市町村の地域活性化と発電用施設の運転の円
滑化などを図るため、公共施設の整備や住民福祉向上を目的とした事業に対して交付されます。
　平成 24 年度に交付金を受け、実施した事業と事業費をお知らせします。　　　　【経営管理部 財政課】

地　　域 事　　業　　名　 　事　業　費（交付金充当額）

下　　呂
下呂温泉散策路修繕工事 　　2,762 万円（2,220 万円）
森８号線道路修繕工事 　　　695 万円（570 万円）

萩　　原 上村桜谷公園線側溝修繕工事 　　    480 万円（400 万円）
下呂・金山

振興事務所に配備 防災用資器材等購入事業 　　     82 万円（41 万円）

下呂温泉散策路修繕工事 防災用資器材等購入事業

平
成
24
年
度

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド

メールマガジン登録

メールアドレス※

地区

□下呂市ニュース
□気象・地震情報
□生活安心メール
□子育て応援メール
□下呂交流会館

▼

ご希望の情報を携帯電話のメールにお届けします。

　下呂市ニュースや気象情報、子育て安心情報
など携帯電話にメール配信いたします。
　　　　　　　　　【経営管理部 秘書広報課】

下呂市メール配信サービス
メール配信をご希望の方は、ＱＲコードを読み
取るか、またはメールアドレスに空メールを送
信してください。折り返し登録サイトの URL を
掲載したメールが届きますので、サイトを呼び
出し、メールマガジン登録を行ってください。
◎メールアドレス　 gero@sg-m.jp

〈千円以下を四捨五入〉

地元の名所案内をする観光案内人が出迎える飛騨金山駅

リニューアルされた飛騨萩原駅。地域の特産品などを販売

観
光
・
市
民
生
活
の
玄
関
口

平成 24 年度　電源立地地域対策交付金事業報告

事業費 4,019万円　交付額 3,231万円
※消防関係事業は１月号に掲載しています。事業費（3,085 万円）交付金（2,935 万円）


